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るぷ出版、 1987）、校注『閑居友J<新日本古典文学大系 40)（岩波書店、 1993）、
『中世説話集の形成J（若草書房、 1999）、校注・訳 『沙石集』〈新編日本古典


















（「国語国文」 71 (11）、 2002）、「Termsof Understanding: The Sh6setsu 
according to Tayama KataiJ （「MonumentaNipponica」58(1）、 2003）、「El
ingenioso samurai Don Kihote del Jap6n: Serizawa Keisuke's Don Quixote 
































としての 〈現実性〉－自伝的小説『しろばんばJを視座に J （「国文学言語








比較文学。著書に『JapaneseProse Poetry J (University of Sydney East Asian 
Series. No.16) (Wild Peony, Sydney, 2006）、『Dyingin a Japanese HospitaU 
(The Japan Times, Tokyo, 1996）、『Atranslation of Yamazaki Fumio’s By6in 
de shinu to iu kotoJ (Shufu no tomo, Tokyo, 1992）、『Gen’ei:Selected Po-
ems of Nishiwaki Junzabur6(1894・1982）』（Universityof Sydney East Asian 
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Series, No.4) (Wild Peony, Sydney, 1991）、 『TwentiethCentury Australian 














弘文館、 1975）、共編 『白山万句－資料と研究』（白山比昨神社、 1985）、共著
『歌舞伎番付の総合調査とデータベース化の研究J（園田学園女子大学近松研








見た環境文化J（平凡社、 2005）、共著 『Tsugaru:Regional Identity on Japan's 
Northern Periphery J (University of Otago Press、2005）、共編著 『津軽の歴
? ????
史と文化を知る』（岩田書院、 2004）などがある。
キ＊ キ目E民（LIMSang Minイム・サンミン）
九州大学大学院在学中
韓南大学卒業。研究分野は日本近現代文学、在日コリアン文化研究。論文に
「股裂きの主体を生きる李礼仙・ 『二都物語Jを跨ぎつつJ（「九大日文」7、
2006）、「『商品』を生きる都はるみ・中上健次『天の歌小説都はるみ』に隠
された戦略－J（「九大日文J8、2006）、「『仕方なくやるj生－李恢成 『砧を
うつ女』」（「比較社会文化研究」 19、2006）、「忘れられた朝鮮一安本末子 『に
あんちゃんJ論－J（「近代文学論集J33、2007）などがある。
Dennitza GABRAKOVA （デ‘ニッツァ・ガフゃラコワ）
法政大学大学院研究生
ソフィア大学卒業。オレゴン大学大学院修士課程修了、東京大学大学院博士
課程修了。研究分野は比較文学、日本近代文学。論文に「異国都市のスペク
タクルー夏目激石と永井荷風における演劇的虚構J（東京大学・修士論文、
2004）、「綱渡り芸人の夢ースピヴァ夕、柄谷行人、島田雅彦との対話」（「比
較文学・文化論集」 22、2005）、「文明と希望：近代日本における「雑草研究」」
（東京大学・博士論文、 2007）、「除草できない希望－魯迅の 『野草J」（「中国
研究月報」 61(3）、 2007）などがある。
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